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こ
の
企
画
は
ジ

ェ

ニ
ト
ー
リ
様
の
協
力

の
も
と
開
催
す
る
も

の
で

、
祭
壇
を
設
置

す
る
フ

ァ
ミ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
東
京
塚
に
て

開
催
し
ま
す

。
演
奏

曲
は
レ
ク
イ
エ
ム
や

復
興
支
援
ソ
ン
グ
の

花
は
咲
く

、
ふ
る
さ

と
他
の
予
定
で
す

。

あ
参
加
費
は
無
料
で

す
が

、
設
置
し
て
い

る
義
捐
金
ボ

ッ
ク
ス

へ
義
捐
金
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

。

詳
細
は
当
社
ま
で

。

　
あ
ま
く
さ
市
民
葬

祭
で
は

、
志
柿
町
の

フ

ァ
ミ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
・
天
草
第
二
駐
車

場
に

、
こ
の
度
看
板

を
新
設
し
ま
し
た

。

あ
第
二
駐
車
場
は

、

施
設
の
向
か
い
側
に

あ
り

、
約
２
０
台
が

駐
車
可
能

。
こ
れ
ま

で
は
表
示
が
な
く

、

国
道
か
ら
わ
か
り
辛

か

っ
た
の
を
の
を
受

け

、
新
設
さ
れ
た
も

の
で
す

。
同
施
設
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

、

建
物
前
と
臨
時
駐
車

場
を
含
め
約
６
０
台

が
利
用
可
能
で
す

。

　
２
０
１
６
悠
々
倶

楽
部
主
催
の
春
の
バ

ス
ツ
ア
ー
は

、
当
初

の
便
が
満
席
と
な
り

そ
の
後
も
お
申
込
み

が
多
い
こ
と
か
ら

、

臨
時
便
を
運
行
す
る

事
に
な
り
ま
し
た

。

あ
臨
時
便
は

、
四
月

の
翡
翠
之
庄
と
東
洋

の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
旅

が
十
四
日

（
木

）
に

五
月
の
フ

ァ
ミ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
・
天
草
見

学
の
旅
が
十
九
日
に

そ
れ
ぞ
れ
運
行
と
な

り
ま
す

。
行
程
や
出

発
時
間

、
参
加
費
用

な
ど
は
当
初
の
便
と

全
て
同
じ
で
す

。
臨

時
便
も
残
り
席
わ
ず

か
と
な

っ
て
き
て
お

り
ま
す
か
ら

、
参
加

を
ご
希
望
の
方
は
お

早
目
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

。
詳
細
に

関
し
て
は
当
方
に
お

問
い
合
せ
頂
く
か

、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

。

　
悠
々
倶
楽
部
天
草

も

、
春
の
ツ
ア
ー
の

参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す

。
定
員
は
何

れ
の
ツ
ア
ー
も
十
九

名
様
で
先
着
順
の
受

付
と
な
り
ま
す

。
・

あ
今
回
が
天
草
で
初

の
ツ
ア
ー
と
な
り
内

容

、
金
額
と
も
に
ご

満
足
頂
け
る
と
確
信

し
て
い
ま
す

。
ま
ず

は
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

。

　
く
ま
も

と
県
民
葬

祭
で
は

、

三
月
十
一

日
か
ら
十

三
日
の
間

東
日
本
大

震
災
追
悼

祭
壇
を
設

置
し
ま
す

が

、
そ
の

最
終
日
の

午
後
一
時

か
ら
追
悼

ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を

開
催
い
た

し
ま
す

。

　
第
二
回
あ
ま
く
さ

市
民
終
活
講
座
を

、

三
月
二
十
六
日
土
曜

日
午
後
一
時
か
ら

、

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
致
し
ま
す

。

あ
今
回
の
ゲ
ス
ト
講

師
は

、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ

ョ
ン
い
き
い

き
ら
い
ふ
所
長
の
濱

﨑
も
も
よ
氏
を
迎
え

訪
問
看
護
制
度
の
紹

介
や
ご
自
宅
で
の
看

取
り
事
例
な
ど
を
お

話
し
頂
き
ま
す

。
・

あ
在
宅
で
の
看
護
に

関
し
て
は

、
そ
の
必

要
性
が
今
後
益
々
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
る

一
方

、
家
族
間
で
の

介
護
に
よ
る
負
担
の

増
加
や

、
介
護
離
職

な
ど
も
社
会
問
題
と

な

っ
て
い
ま
す

。
ま

た

、
今
後
超
高
齢
社

会
を
迎
え
る
日
本
に

お
け
る
在
宅
で
の
介

護
や
看
取
り
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
お
話

頂
く
予
定
で
す

。
・

あ
終
活
講
座
は
二
部

制
で

、
第
二
部
は
終

活

、
葬
儀
費
用
の
か

か
り
方
と
い
う
テ
ー

マ
で
当
社
の
森
相
談

役
が
皆
様
に
わ
か
り

易
く
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

。
・
・

あ
参
加
費
は
無
料
で

す
が

、
ご
参
加
を
ご

希
望
の
方
は
事
前
の

お
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す

。
お
電
話

フ

ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

。
定
員
は
四
十
五

名
様
で
先
着
順
と
な

り
ま
す

。
三
月
十
五

日
の
天
草
市
広
報
で

紹
介
さ
れ

、
そ
の
後

は
お
申
し
込
み
が
増

え
ま
す
か
ら

、
参
加

を
ご
希
望
の
方
は
お

早
目
に
お
申
し
込
み

い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す

。

　
五
年
前
の
三
月
十
一
日
、
午
後
二
時
四

六
分
に
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
大
き
な

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
の
規
模
は

マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
九
と
、
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
揺
れ
と
、
そ

の
後
押
し
寄
せ
た
津
波
に
よ
り
、
一
万
六

千
人
余
り
の
方
が
犠
牲
と
な
り
、
未
だ
二

千
名
以
上
の
方
の
行
方
が
分
か
ら
な
い
大

惨
事
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
・
・
・

▼
発
災
の
時
刻
を
考
え
た
時
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
の
多
く
は
、
朝
か
ら

「
行

っ
て

き
ま
す
」
と
家
族
に
告
げ
て
家
を
出
て
、

職
場
や
学
校
で
そ
の
時
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
あ
の
震
災
が
発
生
し
な
け

れ
ば
、
一
万
八
千
人
余
り
の
方
は
、
い
つ

も
と
変
わ
ら
ず

「
た
だ
い
ま
」
と
帰
宅
し

家
族
と
言
葉
を
交
わ
し
た
と
思
い
ま
す
。

▼
私
た
ち
は
普
段
生
活
し
て
い
る
と
、
生

き
て

（
生
か
さ
れ
て
）
い
る
こ
と
が
当
た

り
前
で
あ

っ
て
、
死
を
意
識
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
死
は
偶
然
と
考

え
が
ち
に
な

っ
て
い
ま
す
。
朝
か
ら
行

っ

て
き
ま
す
と
家
を
出
れ
ば
、
た
だ
い
ま
と

帰

っ
て
当
た
り
前
、
し
か
し
、
五
年
前
の

震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を
思
え
ば

「
人
間
は
生
き
て
い
る
以
上
、
死
が
当
た

り
前
で
、
生
き
て
い
る
こ
と
が
偶
然
で
あ

る
」
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

▼
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
、
震
災
を
耐
え

倒
れ
な
い
で
残

っ
た
一
本
の
松
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
松
は
奇
跡
の
一
本
松
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
周
囲
の
松
は
倒
さ
れ
、
倒
れ

て
当
た
り
前
な
の
に
倒
れ
な
か

っ
た
か
ら

奇
跡
で
あ
り
、
人
間
も
日
々
を
送
る
中
で

死
な
な
か

っ
た
こ
と
は
奇
跡
と
考
え
て
も

過
言
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年

も
三
月
を
迎
え
、
生
き
る
こ
と
や
死
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

発行所

くまもと県民葬祭

住所

熊本市東区東京塚町

電話番号

096-386-1059

発行責任者

取締役相談役 森輝和

2016

３ 月号

今月号の注目紙面

特集・終活のポイント

～ 熊日新聞投稿記事 ～ 【２・３面】

三
月
二
十
六
日
、
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

お知らせ、行事案内 他 【４面】

春
の
バ
ス
ツ
ア
ー

臨
時
便
を
運
行
し
ま
す

終活しませんか？
く ま も と

県民葬祭は

〒862-0923

熊本市東区東京塚町19番47号

生前予約の

メリットは？

安心 納得

トラブル防止

当社をご利用の際、生

前予約価格が適用され

ます。旅行などのご参

加も、会員価格でご参

加いただけます。

悠
々
倶
楽
部

・
熊
本第１部講師の濱﨑ももよさん

森相談役

上記は、４月１４日催行予定の、翡翠之庄と東洋のナイアガラの旅です。

５月１７日催行予定のファミリースペース・天草見学の旅につきましては、

１９日（木）に臨時便を運行いたします。詳しくはお問い合せください。

天
草
出
発
便
も

参
加
者
募
集
中

悠
々
倶
楽
部

・
天
草

４
１２

わくわく都市

熊本満喫の旅

参加費３,０００円
参加費には交通費、昼食代

入場料などを含みます

５
１１

湯ったり

玉名温泉の旅

参加費４,５００円
参加費には交通費、昼食代

入湯税などを含みます

０
９
６
９

（
２
３
）
１
０
５
９

追悼ミニコンサート開催のお知らせ

～ ３月１３日（日）午後１時から ～ 県民葬祭

看
板
を
設
置

し
ま
し
た

市
民
葬
祭

第
二
駐
車
場
に



( 3 ) ふ　れ　あ　い　通　信　３　月　号 ふ　れ　あ　い　通　信　３　月　号 ( 2 )

会員募集中
バスツアー

（通年開催）

各種イベントなど

優待価格でご利用いただけ

お葬式でのご利用は予約価格となります

入会金は 10,000円 のみ

わりを決めて終
き活き暮らせます活

悠々倶楽部とは、くまもと県民葬祭の

生前予約者のサークルで、会員同士

の親睦を図ると同時に、各種イベント

や旅行等、人生を楽しく過ごすための

事業を行っています。

皆さんもいかがですか？

悠々倶楽部または入会に関するお問

合わせはスタッフまでお気軽にどうぞ

阿蘇の大自然に抱かれて永久の眠りを

南阿蘇自然葬の里、好評発売中

現在第三区画分譲中

良い場所はお早めに
210,000円

現地見学会開催中
お問い合わせはスタッフまで

４名様用ファミリータイプ

750,000円

悠
々
倶
楽
部


